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ニオイの知覚に及ぼす経験の影響
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Many studies suggest that perceptuallearnlng plays animportant rolein olfaction．A cross－

Culturalstudy
has demonstrated that everyday experiencein凸uences on judgment of pleasantness，

ねmiliarity，and even the perceivedintenslty Of odors．In this study，eValuations of women for the

Odor of anise（perceivedintensit沸ねmiliarity and pleasantness）were compared before and a托er a

period of one month during which they dranl（anise tea everyday．As a controIcondition，Other

odors were also tested before and after tbe experience period．Detection thresholds br anethol，the

main component of anise，Were meaSured女）r the experimentalgroup and a controlgroup who did

not drink anise tea．Before regularly drinking anise
tea，nO participantwas able toidentify the odor

ofanise and，at the time，theyjudged the aIlise odor to be weakeち1essねmiliaちand hedonistically

neutral．After one month，allparticipants could correctlyidentify the od叫 and judgedit to be

StrOngeちmOreねmiliar and pleasant．Howeveちdetection

experienclng anise teain this study These results

relatively higher cognitive processlng might
be easily

aspect，SuCh as detection thresholds，mightbe resistant

thresholds for anethoIwere not a鮎cted by

Showed that while odor perceptlOn With

affected by experiences，the more sensory

to thein瓜uence of experiences，
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ニオイの認識の仕方は日常生活の中での経験や食

文化の影響を強く受ける．あるニオイに対する個々

人の日常的な体験はそのニオイの認識の仕方に影響

を及ぼし，同じニオイでもそのニオイから個人が連

想するものに違いが生じる．また，そのニオイに対

する快不快感は連想され，同定された対象物への一

般的な時好に依存する傾向がある（綾部，2001；

Herz＆von Clef，2001；杉山・綾部・菊地，2000）．

Ayabe－Kanamura，Schickeち Laska，Hudson，

Distel，Kobayakawa＆Saito（1998）は，異文化間

の被験者を実験対象としてニオイの経験がニオイの

認知に及ぼす影響を検討した．日常生活の中での経

験や食生活を実験的に操作することは困難なので，

この先行研究では文化の違いを日常的な経験の違い

として捉えている．すなわち，日常生活で接するニ

オイを評価対象とすることで，日本人とドイツ人の

被験者の実生活の中での経験の文化的な差異がより

強くあらわれ，ニオイの認識に及ぼす経験の影響を

幅広く検討できた．例えば，西欧の生活圏ではよく

知られている砂糖菓子の一種であるマジパン（ビ
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ターアーモンドの香り）は日本人には馴染みが薄

い．ドイツ人の80％近くはこのニオイを正しく同定

でき，日本人（正岡定率0％）と比較するとより快

でよりニオイが強いと評定した．あるニオイの経験

はそのニオイに対する快不快感のみならず，主観的

強度にまでも影響を及ぼすことが示唆された．また

一連の結果から，強度と熟知度の間には相関関係が

見られ，知らないニオイは弱く感じ，馴染みがあっ

てよく知っているニオイは強く感じることが示され

た （Distel，Ayabe－Kanamura，Martinez－Gomez，

Schickeち Kobayal（aWa，Saito ＆ Hudson，1999）．

Distel＆Hudson（2001）はニオイの同定率と強度

評定の関係を検討した別の実験においても，知って

いるニオイは強く感じられる傾向があることを示し

ている．

本研究では，先行研究同様に実生活の中での経験

を活かした実験パラダイムの中で，どの程度の経験

が，こオイの快不快感や熟知度または強度といった

主観的評定（実験1）および検知開催（実験2）と

いったより感覚レベルに近い能力に及ぼす影響につ

いて検討することを目的とした．実験には日本人の

日常生活の申では接する機会の少ないanise（せり

科の植物の種）をこオイ刺激として用い，aniseの

ニオイを実生活の中で経験する前後でこのニオイに

対する知覚を比較した．aniseは日常生活の申でお

茶として飲用することでそのニオイの経験が可能で

あった．またaniseのお茶を飲用する期間を操作す

ることでこのこオイの経験の程度を統制できた．さ

らに，aniseのニオイはその主成分である単体の化

合物anetholのニオイにほぼ由来している．従って，

aniseのお茶の経験の影響を，複合臭としてのanise

のニオイに関してではなく単体のanetholのこオイ

の検知開催を計測することで検討することが可能で

あった．

実験1

日 的

実験1では，あるニオイの経験がそのこオイの快

不快度，熟知度，強度の評定に及ぼす影響を検討す

ることを目的とした．実験には日本人の食生活の中

では接することの少ないaniseをニオイ刺激として

用い，aniseのニオイを経験する前後のこのニオイ

に対する評価を比較した．aniseはお茶として飲用

することでニオイの日常的な経験が可能であった．

またaniseのお茶を飲用する期間を操作することで

このニオイへの経験の程度を統制できた．

方 法

被験著 本実験以前にこオイの強度評定実験に参加

経験のある主婦11名（30～40歳代）が実験に参加し

た．実験に先立って，普段からハーブ茶の飲用に抵

抗感がないことを確認した上で，2週間に渡って毎

日ハーブ茶を飲用することに対する承諾を得た．

実験手続き 各被験者はニオイの強度評定セッショ

ンとそれに続く快不快度および熟知度評定セッショ

ンの2つのセッションから構成された実験に4回参

加した．1回目はanise茶の飲用を開始する以前

（体験前），2回目は1回目から2週間のanise茶の

飲用後，3回目は2回目からさらに2週間のアニス

茶の飲用後，4回目はanise茶を飲用せずに3回目

から4週間後に行った．anise茶を飲用する期間中

は，被験者は毎日1回好きな時間にanise茶（乾燥

させたaniseの種を煮出したもの）を飲用した．被

験者は実験の目的は知らされなかったが，aniseの

一般的な効用（消化を助けるハーブとして西欧では
昔からよく使われてきた等）に関する情報を得た上

で飲用を続けた．

強度評定セッション：強度評定には6段階尺度

（0：無臭～5：強烈）を用いた．この尺度は各段

階が等間隔であることを示す数直線を併記して少数

点での評定も可能な間隔尺度とした．また用いたニ

オイ刺激はいずれも実験に参加した被験者には馴染

みの薄い3種類とし，各々を「（6段階尺度上の4）

強くにおう」，「（同上の3）はっきりとにおう」，

「（同上の2）かすかに感じる」の3段階の主観的強

度になるように予備実験から濃度を決めた．従って

強度評定の対象としたこオイ刺激は，anise oil

（10％，1％，0．1％），Cardamon oil（1％，0．1

％，0．01％），COrianderoil（1％，0．1％，0．01％）

の3種類9タイプであった．全てのこオイは無臭の

流動パラフィンで希釈し，ニオイ紙の先端1cmに

溶液をしみこませて提示した．被験者は一一呼吸分だ

けこオイを嗅いで強度評定を行った．強度評定セッ

ションでは1タイプのこオイに対する評定を6回線

り返したので，被験者は計54回ニオイの強度評定を

行った．ニオイ刺激提示間隔は30秒間で，9回のこ

オイ刺激提示毎に1分間の休憩を設けた．

快不快度と熟知度評定セッション：強度評定セッ

ション終了後に快不快度と熟知度評定セッションを

実施した．ここでは上記の強度評定尺度と同様の7

段階快不快度評定尺度（－3：非常に不快～＋3：

極めで快）と11段階熟知度評定尺度（0：全く初め

て～10：よく知っている）を用いた．この評定の対

象としたこオイ刺激は，anise
oil（100％，10％），

cardamonoil（100％，1％），COrianderoil（100％，
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1％），ねnneloil（100％），1aureloil（100％），ju－

niperberry oii（100％）の6種類9タイプで，すべ

て被験者には馴染みの薄いスパイスの精油であっ

た．全てのニオイはニオイ紙で提示し，被験者ほニ

オイを嗅ぎながら，快不快度と熟知度の評定を行

い，さらにそのニオイが何のこオイであるのかの同

定を行った．ニオイ刺激提示間隔は3分間とし，刺

激の提示順序は被験者間でランダムとした．評価の

繰り返しは行わなかった．

結 果

実験以前にaniseのこオイおよび名前を知ってい

た被験者はいなかった．全員がaniseの特性を知っ

た上で計4週間に渡ってこのこオイを経験した．お

茶の飲用に関して，初めはこオイに抵抗を感じたが

徐々に慣れて2週目以降にはanise茶に嗜好を感じ

るようになったと多くの被験者が報告した．2回目

以降の評定ではほぼ全員がaniseを正しく同定できた．

強度に関しては，anise
oilを含む3種類のこオイ

の各3段階の濃度のいずれにおいても1回目と2回

目，また3，4回目の評定実験で評定間に有意な差

は見られをかった．そこで4回目の評定実験から1

週間後に再度5回目の強度評定実験を行った．5回

目の場合だけ，提示されたニオイがa三Iiseかそうで

ないかの判断を強度評定と併せて求めた．評定は2

回線り返した．10％のanise
oilは全評定の71％で

「これはaniseである」と正しく判断され，1％溶液

では96％，0．1％溶液では83％で正しくaniseと判断

された．1％のanise oilの場合，aniseであると正

しく判断された場合の強度（平均±1S∂；3．21士

0．62）は，1回目（2．98±0．92）とは差が見られな

かったが，2回目（2．55±0．85），3回目（2．65±

0．77），4回目（2．73±0．68）の評定値よりも有意

に高くなった（ダ［4，10］＝3．20，♪＜．05）（Fig．1）．

一方，快不快度に関しては6種類9タイプのニオ
イの中で，10％のanise oilについて，1回目

（叫0．04±1．32）よりも，2回目（1．36士0．80），

3回目（1．27±0．65），4回目（1．36±0．53）の評

定実験で有意な快方向への評定のシフトが認められ

た（ダ［3，10］＝9．50，♪＜．01）．また，aniseのニオ

イの主成分anetholeを同様にそのこオイの主成分と

するfenneloilについても，1回目（－0．14±

1．28）よりも3回目（0．59±1．36），4回目（1．00

±1．19）の実験で有意な快方向への評定のシフトが

見られた（ダ［3，10］＝5．39，ク＜．01）（Rg．2）．そ

れ以外のニオイに関しては有意な変化は見られな

かった．

正：こオイの知覚に及ぼす経験の影響
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Rg．2 5タイプのニオイの快不快度の推移

熟知度に関しても，10％のanise oilについて，1

回目（4．18±2．76）よりも，2回目（7．75±2．39），

3回目（7．91±2．27），4回目（8．55±1．30）の実

験で熟知度の上昇が認められた（ダ［3，10］＝8．92，

♪＜．01）．また，100％のaniseoilとぬnneloilにつ

いて，1回目よりも4回目に熟知度が有意に上昇し

た（それぞれダ［3，10］＝3．95，ク＜．05；ダ［3，10］＝

3．02，少＜．05）（Fig．3）．さらに，100％のcarda－

mon oilとcorianderoilについても，1回目よりも4

回目に熟知度は有意に上昇した（それぞれダ［3，10］

＝4．16，♪＜．05；ダ［3，10］＝3．71，少＜．05）．それ以
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Fig．3 5タイプのニオイの熟知度の推移

外のこオイに関しては有意な変化は見られなかった．

考 察

実験以前には馴染みの薄かったニオイを2～4週

間毎日経験することによって，そのニオイに対する

熟知感や快不快度が増加することが実験的に示され

た．さらに，ニオイの主成分を共有する，つまりニ

オイの質が似ているこオイにもこの影響は及んだ．

しかし，影響が明らかになるまでに，実際に経験し

たaniseのニオイそのものよりもより長い経験が必

要であった．また，経験の影響はそのニオイにしば

らく接することがなくても持続した．

さらに，日常生活の中で経験することはなかった

が，実験場面で繰り返し評定を行うことで接してい

たcardamonとcorianderニオイについては熟知度の

みが上昇する傾向が見られた．aniseは日常生活の

中でお茶として楽しみながら経験できたので，快不

快度をも上昇させることができたが，Cardamonと

corianderのニオイについては熟知度が増加したの

みで快方向への転化の影響はなかった．これは，今

回の実験では被験者はcardamonとcorianderが繰り

返し提示されていることに意識的に気付いており，

その結果，熟知度を増加させたが快不快度は変化さ

せなかったためと考えられ，潜在的な単純接触効果

のメカニズムとは異なるものであると考えられた．

また，ニオイの経験の影響は，このニオイが何の

ニオイであると明確に認識さゴtた場合に限って，主

観的な強度評定に及ぶことが示唆された（5回目の

評定は4回目の評定値より有意に高かった）．ニオ

イが明確に認識されることにより，そのニオイを強

く感じるようであった．しかし，被験者が強度のみ

を判断した場合には，こオイの経験の影響はこの判

断には及ばなかった．実生活の中の経験という観点

から見ると，1カ月の経験は十分とはいえずそれ故

に強度評定にまでは影響が及ばなかった可能性も考

えられた．

また，1カ月間のニオイ経験直後に3回目の評定

実験を実施しており，aniseのニオイに対する長期

的な順応（Dalton＆Wysocki，1996）のメカニズム

から表面的には強度評定の変化が見られない可能性

も考えられたので，さらに1カ月間のaniseのニオ

イに接しない期間後の評定実験（4回目）を行った

が，3回目との評定の差はいずれの場合も見られな

かった．

実験 2

目 的

あるニオイを経験することによって，そのニオイ

に対する熟知度や快不快度に対する判断，さらには

主観的強度の判断も影響を受けた．実験2ではこの

ような経験がニオイのより感覚的なレベルにおける

評価，すなわちニオイが検出される最低濃度（検知

開催）に及ぼす影響について検討することを目的と

した．aniseのニオイはその主成分である単体の

anetholのニオイにほぼ由来している．本実験では

このanetholに対する検知開催をaniseのニオイを経

験する前後で比較した．ニオイの開催に関して，複

合臭は濃度に依存してニオイを構成している各成分

のバランスが変化し，ニオイ質として一様でなくな

る可能性があるので，一般的には単体の化合物につ

いて計測される．

方 法

被験者 実験群は実験1に参加した主婦10名であっ

た．統制群は実験1には参加せず，aniseのニオイ

にナイーブであるが，ニオイの強度評定実験には慣

れている主婦10名（30～40歳代）であった．

実験手続き 実験群は実験2の10ケ月前から6ケ

月前まで実験1に参加し，その間1ケ月間に渡って

aniseのお茶を飲用した．すなわち，aniseのお茶の

飲用を止めてから約半年後に実験2を実施し，1桓王

目のanetholに対する検知開催の測定を行った．1

回目の測定後約1ケ月間に渡ってaniseのお茶の飲

用を再度実験群には求めた．その後2回目の

anetholの検知開催の測定を行った．統制群には
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aniseのニオイを経験させずに，1ケ月間を隔てて，

anetholの検知開催の測定を2回行った．
検知開催の測定方法：anetbolは無臭の流動パラ

フィンを用いて希釈した．希釈間隔は対数表示で

0．5の単位を用いた．被験者には一度に3本のニオ

イ紙を提示した．この3本のうち1本にはニオイ溶

液をその先端1cmにしみこませ，他の2本には溶

媒の流動パラフィンを同様にしみこませた．被験者

はこオイがすると感じられる1本を強制選択した

（3点比較法）．低い濃度（10‾5由前後：対数表示

で一5）からはじめ，正解した濃度段階で終了する

上昇法を連続して5～6セッション実施し，約10分

間の休憩ののち，高い濃度（101〆g前後：対数表示

で1）からはじめ，不正解になった濃度段階で終了

する下降法を連続して5～6セッション実施した．

3本のニオイ紙から1本を選んで次の濃度段階の判

断へと移行する時間間隔は1分間とした．判断に要

する時間の制限は特に設けなかった．1人の被験者

が仝セッション（5～6セッション×2：上昇法と

下降法）を終了するのに約2時間を要した．

結 果

被験者個々人の閥値として，まず上昇法のセッ

ションで得られたデータの中央値と下降法のセッ

ションで得られたデータの中央値を求めた．上昇法

と【F降法による開催の有意な差は実験群，統制群い

ずれの場合も認められなかったので，最終的に個人

の開催には雨中央億の平均値を用いた．実験群の1

回目のanetbolの開催は対数表示で－3．21±0．16

（平均±15∂）で，2回目の開催…3．29±0．19と有

意な差は認められなかった．また，統制群の1回目

のanetbolの開催はm3．24±0．18で，実験群の開催

と有意差は見られなかった．しかし，統制群の2回

目の開催は…3．60±0．31といずカtの開催と比較して

も低くなった．

考 察

経験がニオイの強度判断に及ぼす影響を検討した

実験1では，被験者がこオイの主観的強度のみを判

断した場合には，ニオイの経験の影響はこの判断に

十分には及ばないことが示された．しかし，anise

のニオイであると同定し，それと同時にこオイの強

度の判断を求められた場合にはそのニオイはより強

く評価され，経験が強度判断に及ぼす影響が認めら

れた．実験2では主観的強度判断と比べてより感覚

的なレベルの評価プロセスであると考えらゴlる検知
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開催に及ぼす経験の影響を調べ，検知開催にはその

影響は及ばない可能性が示された．以上の結果から

トップダウン的な処理が要求されるこオイの評価に

は経験の影響が及びやすいが，トップダウン的処理

が駆動されにくいと考えられる評価にはその影響は

強く現れない可能性が示唆された．

また，統制群が開催計測2回目に有意に低い倦を

示したことに関しては，今回の実験では被験者数が

少ないのでデータを追加した上での検討を要する

が，開催は計測回数に伴ってある程度までは下がる

ことが報告されており，この現象を反映した可能性

が考えられた．もし，開催の低下が通常の現象であ

れば，実験群の開催の横ばい現象は1カ月間，

aniseのお茶を引用したことによる，anetholのニオ

イに対する長期的順応を反映している可能性も考慮

しなければならないかもしれない．
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